
第５８回 福島県中学校体育大会要項第５８回 福島県中学校体育大会要項第５８回 福島県中学校体育大会要項第５８回 福島県中学校体育大会要項

１ 開催の趣旨１ 開催の趣旨１ 開催の趣旨１ 開催の趣旨

中学校教育の一環として県内の中学校生徒に広くスポ－ツ実践の機会を与え，技術の向上とア

マチュアスポ－ツ精神の高揚を図り，心身ともに健全で明朗な中学校生徒を育成するとともに，

中学校生徒相互の親睦を図る。

２ 開催の基本方針２ 開催の基本方針２ 開催の基本方針２ 開催の基本方針

(1) 福島県中学校体育大会の開催基準及び大会開催の趣旨に基づき，中学校生徒にふさわしい大

会にする。

(2) 東北中学校体育大会及び全国中学校体育大会福島県予選会にする。

(3) 福島県教育委員会，開催市町村教育委員会，各種競技団体の指導・協力を得ながら大会の運

営に万全を期す。

３ 主 催３ 主 催３ 主 催３ 主 催

福島県中学校体育連盟 福島県教育委員会 福島県中学校長会 (公財)福島県体育協会

福島市教育委員会 郡山市教育委員会 須賀川市教育委員会 小野町教育委員会

鏡石町教育委員会 白河市教育委員会 石川町教育委員会 西郷村教育委員会

会津若松市教育委員会 金山町教育委員会 相馬市教育委員会 いわき市教育委員会

福島陸上競技協会 （一社）福島県水泳連盟 福島県野球連盟 福島県ソフトボ－ル協会

福島県バスケットボ－ル協会 福島県バレ－ボ－ル協会 福島県ソフトテニス連盟

福島県卓球協会 福島県バドミントン協会 (一財)福島県サッカ－協会

福島県ハンドボ－ル協会 福島県柔道連盟 福島県剣道連盟 福島県相撲連盟

福島県体操協会 福島県スキ－連盟 福島県スケ－ト連盟

４ 後 援４ 後 援４ 後 援４ 後 援

福島市 郡山市 須賀川市 小野町 鏡石町 白河市 石川町 西郷村 会津若松市

金山町 相馬市 いわき市

５ 主 管５ 主 管５ 主 管５ 主 管

県北地区中学校体育連盟 県中地区中学校体育連盟 県南地区中学校体育連盟

会津地区中学校体育連盟 相双地区中学校体育連盟 いわき地区中学校体育連盟
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７ 競技方法

競技方法は，原則として学校対抗とする。

８ 参加資格

(1) 参加者は，福島県中学校体育連盟に加盟の学校に在学し，当該競技要項により参加資格

を得たものとする。

(2) 同一年度内の参加は，全種目を通じて１人１種目とする。但し，スキー，スケート及び

駅伝競走については，他の種目と兼ねることができる。

(3) 参加生徒の引率・監督は，当該出場校の校長・教員（非常勤を除く）とする。

(4) 外部コーチのベンチ入りについては，専門部が競技要項の中に外部コーチ導入を位置づ

けした競技にて，校長が認めた者とする。ただし，当該校以外の中学校教職員・校長の外

部コーチとしてのベンチ入りは認めない。

(5) 過年齢生徒の参加については，体力的，技術的要因が大きく関わると考え，満１６歳に

達した年度まで出場できるものとする。また，学年指定種目については該当年齢とする。

(6) 参加資格の特例

① 学校教育法第134条の各種学校（１条校以外）に在籍し，各支部・地区中学校体育連盟

の予選会に参加を認められた生徒であること。

② 参加を希望する各種学校は以下の条件を具備すること。

ア 県大会の参加を認める条件

(ｱ) 県中体連の目的及び長年にわたる活動を理解し，それを尊重すること。

(ｲ) 生徒の年齢及び修業年限が我国の中学生と一致している単独の学校で構成されて

いること。

(ｳ) 参加を希望する学校にあっては，運動部活動が学校教育の一環として，日常継続

的に当該校顧問教師の指導のもとに，適切に行われていること。

イ 県大会に参加した場合に守るべき条件

(ｱ) 県大会開催基準を守り，出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うととも

に，大会の円滑な運営に協力すること。

(ｲ) 県大会参加に際しては，責任ある当該校校長又は教員が生徒を引率すること。ま

た万一の事故発生に備え，傷害保険等に加入するなどして，万全の事故対策を立て

ておくこと。

(ｳ) 大会開催に要する経費については，必要に応じて応分の負担をすること。

(7) 複数校合同チームの参加について

① 基 本

参加を承認する精神はあくまでも少人数の運動部による単独でチーム編成ができない

ことの救済措置であり，勝利至上主義のためのチーム編成であってはならない。

② 構成の条件

ア 合同チーム編成の範囲は，同一支部中体連加盟校で編成する。

イ 学校の連携による合同部活動を該当校の校長が認めていること。

ウ 該当校が，部員不足により単独でチーム編成が困難であり大会参加ができない場合。

(ｱ) 該当校に部が設置され，顧問が存在すること。

(ｲ) 該当校は顧問もしくは外部指導者の指導の下，学校管理下で計画的に合同での練

習を行っていること。

エ チーム名は，校名を連記すること。

③ 参加種目

個人種目のない以下の競技種目（７種目）に限る。

バスケットボール（５），サッカー（１１），バレーボール（６）

ハンドボール（７），軟式野球（９），ソフトボール（９）

アイスホッケー（１１）

但し，それぞれの学校が（ ）内の人数を下回った場合のみ，合同チームを編成で

きる。

④ 承認手続き

ア 合同チームが支部予選大会に出場する時点で，各支部中体連事務局に該当校の部員

名簿を提出する。

イ 各支部大会に合同チームが参加する場合は，各支部中体連事務局において条件に適

合するかを判断し，認めた場合は地区中体連事務局宛に合同チーム出場を承認した旨

を報告すること。

ウ 各地区大会に合同チームが参加する場合は，各地区中体連事務局から県中体連事務

局宛に合同チーム出場を承認した旨を報告すること。

⑤ 留意事項

ア 合同チーム編成条件

(ｱ) 部員不足とは，福島県中学校体育大会開催基準８（７）③参加種目による。

(ｲ) 部活動加入決定後，いずれかの学校の加入生徒数が増えた場合でも，当該年度内

の出場を認める。

(ｳ) 部活動加入決定後，加入生徒数が減少し，必要人数に満たず，他校も合同チーム



を編成する条件にあった場合は，支部中体連判断で出場を認める場合がある。

イ 上位大会への参加

東北大会，全国大会への出場に関しては，それぞれの大会出場基準による。

ウ 表彰

申し込まれた校名での表彰を行う。

エ 大会参加申込手続き

(ｱ) 該当校の校長が承認の上，代表校長が行う。

(ｲ) 申込用紙の形式について

○該当校長全ての職印を必ず押印するよう作成する。

○各学校名・校長名・選手の所属学校名等も記載できるよう各専門部で作成する。

オ 引率・監督について

引率は，各校の校長・教員とし，監督は，代表校の校長・教員とする。

カ その他

(ｱ) 大会参加に際しては，各競技規則及び申し合わせ事項に従うこと。

(ｲ) その他必要な事項については，理事会で検討し，評議員会で決定する。

⑥ 合同チームの編成例（軟式野球の場合）

※ 合同チームを編成する場合は、事前に所属支部中体連に相談・報告すること。※ 合同チームを編成する場合は、事前に所属支部中体連に相談・報告すること。※ 合同チームを編成する場合は、事前に所属支部中体連に相談・報告すること。※ 合同チームを編成する場合は、事前に所属支部中体連に相談・報告すること。

※ 合同チーム編成はあくまでも救済措置であることから、各校の自助努力後、単独で※ 合同チーム編成はあくまでも救済措置であることから、各校の自助努力後、単独で※ 合同チーム編成はあくまでも救済措置であることから、各校の自助努力後、単独で※ 合同チーム編成はあくまでも救済措置であることから、各校の自助努力後、単独で

参加できない場合とする。参加できない場合とする。参加できない場合とする。参加できない場合とする。

校名 校名 校名

人数 人数 人数

Ａ中学校 Ｂ中学校

８名 ８名

Ａ中学校 Ｂ中学校

９名 ８名

Ａ中学校 Ｂ中学校 Ｃ中学校

８名 ８名 ８名

Ａ中学校 Ｂ中学校 Ｃ中学校

９名 ８名 ８名

４校以上の場合、２／４校以上で規定人数を満たす場合は、２チーム以

上に分ける。 (例)Ａ校８名・Ｂ校８名・Ｃ校８名・Ｄ校１名→２チーム

９ 参加申し込み及び組み合わせ抽選

(1) 参加申込書については，県中体連ホームページに掲載する申込用紙をダウンロード（htt（htt（htt（htt

p://www.f-ctr.com）p://www.f-ctr.com）p://www.f-ctr.com）p://www.f-ctr.com）して作成するものとする。

(2) 申し込みは，すべて学校長より各地区該当競技の専門部委員長を経て行う。

（ホームページ：各地区申込先参照）

(3) 申込期日・抽選会は次の通りとする。

競 技 申込締切日 抽選会期日 抽 選 会 場

陸 上 6月26日(金) 6月29日(月) 県 中地区

10:00～

県 北地区（剣道・相撲・新体操・体操競技）

県 中地区（軟式野球・バレーボール・

総 合 6月26日(金) 6月29日(月) サッカー）

10:00～ 県 南地区（卓球・ハンドボール）

会 津地区（水泳・バスケットボール・柔道）

いわき地区（ソフトテニス・バドミントン）

相 双地区（ソフトボール）

駅 伝 9月10日(木) 県 南地区

ｽ ｹ ｰ ﾄ 11月13日(金) 11月13日(金) 県 中地区

ｽ ｷ ｰ 1月 5日(火) 1月 5日(火) 会 津地区

(4) 福島県中学校体育連盟では申込書に記載する学校名・氏名・学年等の情報を本大会プロ

グラムへ掲載し公表するとともに，大会結果一覧表の作成に利用する。また，成績につい

ては報道発表並びにホームページに掲載する。そこで，一次予選会(支部大会)の申込時に

各校で上記の内容について口頭で確認し，同意が得られない場合や，事情がある場合は各

支部中体連事務局を通して地区及び県中体連事務局に報告する。特に申し出がない場合は

上記内容を承諾したものとする。



(5) 抽選方法は，次の通りとする。 （剣道団体組合せは別表に示す。）

① 総合競技

○基 本

１ 各地区の１・２位を分ける。

２ １位同士は，一回戦で組まない。

３ 同地区は，同ブロックに入れない。（２回まであたらない）

※個人４８名の場合は３回戦まであたらない。

○方 法

１ 最初に競技開催地区１位チームを抽選する。

２ 他地区１位チームを抽選する。

３ 地区３位チームを抽選する。（専門部推薦も同様にあつかう）

４ 抽選に必要な２位チームを抽選する。

５ 個人戦についてもこの基本を準用する。

６ 予選リーグ・決勝トーナメントをする競技は次のようにする。

各ブロックより２チームを再抽選する。

ただし，１位同士，予選ブロック１・２位は１回戦ではあてない。

《組合せの基本型》《組合せの基本型》《組合せの基本型》《組合せの基本型》

団体 １６チームの場合団体 １６チームの場合団体 １６チームの場合団体 １６チームの場合

１ ３ ２ ２ １ ２ ３ １ １ ３ ２ １ ２ ２ ３ １

個人 ３２名の場合 ４８名の場合個人 ３２名の場合 ４８名の場合個人 ３２名の場合 ４８名の場合個人 ３２名の場合 ４８名の場合

１ １ １ １

５ ５ ５ ５

３ ４ ５ ５

３ ３ ３ ３

２ ２ ５ ５

４ ４ ３ ３

５ ５ ２ ２

２ １ ５ ５

１ ２ ３ ３

５ ５ ５ ５

４ ４ ５ ５

２ ２ ２ １

３ ３ １ ２

４ ３ ５ ５

５ ５ ５ ５

１ １ ３ ３

５ ５

② 陸上競技 ２ ２

○トラック競技 ３ ３

タイムにより偏らないようにする。 ５ ５

３ ３

○フィールド競技 ５ ５

記録順に配列する。同記録の場合は抽選する。 ５ ５

１ １

③ 水泳競技

水泳連盟のルールによる。

④ スキー

１ 前年度入賞者は，特別シードにする。

２ 全日本スキー連盟規則による。

⑤ スケート

スケート連盟のルールによる。



10 参加料

(1) 参加料は，全競技選手１名につき１，０００円とする。

(2) 参加の人数は，登録人数とする。記録員，マネージャーが生徒の場合は参加料を納入す

る。ただし，ソフトテニス個人の控え選手は含まない。

(3) 参加料は，各地区専門部委員長がまとめて申込用紙と一緒に抽選会時に各競技事務局へ

納入する。各競技事務局は，県中体連事務局指定の口座へ振り込む。

11 参加記念章

(1) 参加記念章は，有料とする。

(2) 参加記念章代は各地区専門部委員長がまとめて，申込用紙と一緒に抽選会時に各競技事

務局へ納入する。各競技事務局は，県中体連事務局指定の口座へ振り込む。

(3) 参加記念章は，監督会議の時に配布する。

12 プログラム

(1) プログラムは有料で配布する。

(2) プログラムの申し込みは，参加料，参加記念章代と同時に行う。

(3) プログラムは，監督会議の時に配布する。

13 表 彰

(1) 入賞者，入賞校には福島県中学校体育連盟会長の名入りの表彰状を授与する。

(2) 優勝校には，優勝旗または優勝杯を競技種目男女別に授与する。

優勝旗または優勝杯は，持ち回り制により年間保有とし，返還時にレプリカを授与する。

(3) 各競技とも個人，団体第３位までの入賞者に賞状・メダルを授与し，体操・新体操の種

目別については，３位まで賞状を授与する。（陸上・水泳・スキーのリレーは決勝に出場し

た者とする。）

ただし，陸上・水泳・体操（個人総合）・新体操（個人総合）・スケート・スキーの個人

は，第８位まで賞状を授与し，駅伝は区間第１位に賞状・メダルを授与する。

14 開始式・閉会式

(1) 開始式・閉会式には，選手全員が参加することを原則とする。

(2) 開始式の服装は，各学校使用の運動着またはユニホームとし，各競技において統一する。

(3) 開始式には，各競技の優勝校，優勝者が優勝旗を持参し返還する。

(4) 閉会式は，各競技ごとに行う。

(5) その他は，各競技事務局・大会事務局よりの細案による。

15 宿 泊

(1) 大会に参加し宿泊を要する出場校は，適切な危機管理対応（感染症・自然災害等）を確

保するため，必ず大会事務局指定の業者に宿泊申込書を提出し申し込むこと。（指定外の宿

泊施設の利用は認めません。）

(2) 大会役員の配宿は，大会事務局で行い，競技役員の配宿は，各競技事務局で行う。

(3) 宿泊料金は，平成２７年度福島県スポーツ団体標準宿泊料金による。

16 大会開催期間

(1) すべての大会期間は３日以内（２泊３日）とし，大会１日目は公式練習，監督会，開会

行事等にあてる。ただし，運営上やむを得ない場合は，一部競技を行うことができる。

(2) 天候等の事情でやむを得なく延期する場合は，２日間を原則とし，以後は，県中体連事

務局と大会事務局の決定による。

17 東北中学校体育大会及び全国中学校体育大会について

(1) 本大会は，平成２７年度に開催される東北中学校体育大会並びに全国中学校体育大会の

福島県予選会を兼ねて実施する。

(2) 東北，全国の出場権を得た選手，学校（チーム）は，各競技専門部より大会要項，参加

申込書等の配布を受け，大会要項に従って開催都道府県実行委員会事務局へ申し込みを行

うものとする。

18 保健救護

大会期間中の負傷・疾病については応急処置のみとし，大会参加者は健康保険証を持参す

ることが望ましい。また，事故発生時等の救急病院は各大会事務局より後日紹介する。

19 身分証明

大会に参加する生徒（選手）には，生徒手帳等による身分証明書を持参させるようにする。
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